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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社及び当社グループ各社は、経営環境の変化に迅速に対応できる経営管理組織体制の構築と法令遵守を重要視し、積極的な情報開示を行う
ことにより、公正かつ信頼性の高い経営の実現を目指しております。

当社は、当社の取締役会の監督機能を一層強化し、コーポレート・ガバナンスのさらなる充実を図るため、会社法における機関設計として監査等
委員会設置会社を選択しております。

また、当社は、コーポレート・ガバナンスに関し、次の体制を構築しております。

(１)石油業界における豊富な経験と幅広い見識を有する社外取締役や財務・会計等の専門知識・経験を有する監査等委員である独立社外取締役
を選任し、取締役の職務執行の監査・監督の実効性を確保する。

(２)全般的な会社業務を統制するため、取締役会長及び取締役執行役員で構成する経営会議を設置し、会社経営基本事項及び重要業務執行事
項を協議・決定する。

(３)業務執行の迅速化、効率化を図るため、「執行役員制度」を導入している。

(４)当社と当社グループ各社の経営者で構成する関係会社連絡会を定期的に開催して、グループ各社の諸問題について討議し、相互の意思疎通
とグループ内の連携を図る。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【補充原則１－２－４】

当社は、議決権の電子行使を可能とするための環境作り（議決権電子行使プラットフォームの利用等）及び招集通知の英訳について、株主構成
等を踏まえ総合的に検討した結果、現時点においてこれらを実施しておりません。

今後も議決権の電子行使を可能とするための環境作りや招集通知の英訳の実施について検討を継続いたします。

【原則１－４】

＜政策保有株式に関する方針＞

当社は、取引関係の円滑化のために重要と判断した場合に限り、政策保有株式として上場株式を保有します。

なお、当社は、毎年保有する政策保有株式全銘柄の保有目的の適切性、保有に伴う便益（配当金・取引による収益）やリスクを検証し、保有の意
義がないと判断した政策保有株式については縮減を進めております。2017年度には、当社が保有する11銘柄のうち5銘柄を売却しました。なお、
資本コストを用いた検証については、その方法も含め今後検討する予定であります。

＜政策保有株式の議決権行使＞

政策保有株式の議決権行使については、投資先企業および当社の中長期的な企業価値の向上に資するか否かとの観点から、議案毎に賛否を
判断しております。

【原則３－１】

（2）コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方については、本報告書の「１．１．基本的な考え方」をご参照ください。コーポレートガバナンス
に関する基本方針については、本コードの原則を踏まえた基本方針の策定を検討しております。

（3）取締役の報酬等については、月額定額報酬を基本とする年俸制を導入しております。報酬の決定については、役位、世間水準及び会社業績
等を勘案し、株主総会の決議による取締役（監査等委員である取締役を除く。）および監査等委員である取締役それぞれの報酬総額の限度額内
で、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は取締役会の決議により、監査等委員である取締役の報酬は監査等委員である取締役の
協議により、それぞれ決定しております。

なお、報酬決定に関する具体的方針と手続きの開示については、報酬に関する取締役会の諮問委員会の設置を含め今後検討いたします。

（4）取締役候補の選任・指名を行うに当たっての方針は定めておりませんが、取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は会社の持続的
な成長と中長期的な企業価値の向上に寄与し、取締役会の構成員として役割・責務を適切に果たしうる者を経営会議で審議のうえ、取締役会に
おいて決定しております。

また、監査等委員である取締役候補は、役割に応じて必要な能力、経験、人柄等を検討し、経営会議で審議のうえ、監査等委員会の同意を得て、
取締役会において決定しております。

なお、経営陣幹部の選解任に関する具体的方針と手続きについては、選解任・指名に関する取締役会の諮問委員会の設置を含め今後検討いた
します。

【補充原則３－１－２】

当社は、株主構成等を勘案した結果、現時点において投資家に対する英語での情報の開示を実施しておりません。

今後も株主構成の変化や海外投資家からの要望等に基づいて対応を検討いたします。

【補充原則４－１－３】

現在、当社取締役会は、代表取締役社長の後継者計画を策定しておりません。今後、当社の経営戦略を踏まえた代表取締役社長の後継者計画
の策定について検討いたします。

【補充原則４－２－１】

取締役の報酬等については、月額定額報酬を基本とする年俸制を導入しております。報酬の決定については、役位、世間水準及び会社業績等を
勘案し、株主総会の決議による取締役（監査等委員である取締役を除く。）および監査等委員である取締役それぞれの報酬総額の限度額内で、



取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は取締役会の決議により、監査等委員である取締役の報酬は監査等委員である取締役の協議
により、それぞれ決定しております。中長期的な業績と連動する報酬制度の導入につきましては、今後検討してまいります。

【補充原則４－３－２】

当社はＣＥＯの選解任手続を確立しておりません。任意の指名委員会等を活用したCEOの選解任手続きについて、今後検討してまいります。

【補充原則４－３－３】

当社は業績評価に基づくＣＥＯの解任手続を確立しておりません。任意の指名委員会等を活用したCEOの解任手続について、今後検討してまいり
ます。

【原則４－１０－１】

当社は、独立社外取締役を主要な構成員とする任意の指名委員会・報酬委員会などの独立した諮問委員会を設置しておりません。

今後、コーポレート・ガバナンスのさらなる向上のため、指名・報酬に関する取締役会の諮問委員会の設置について検討いたします。

【補充原則４－１１－１】

当社の取締役会は、今後取締役会の全体としての知識・経験・能力のバランス、多様性及び規模に関する考え方について具体的に定めるととも
に、指名に関する取締役会の諮問委員会を設置することを検討いたします。

【補充原則４－１１－３】

当社の取締役会は、取締役会全体の実効性に関する分析・評価および結果の概要の開示について、実施方法も含め、今後検討してまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１－４】

＜政策保有株式に関する方針＞

コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由をご参照ください。

＜政策保有株式の議決権行使＞

コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由をご参照ください。

【原則１－７】

当社は、取締役会規程において関連当事者取引を取締役会決議事項としており、決議の際は該当する役員を特別利害関係人として当該決議の
定足数から除外しております。

また、当社は関連当事者間取引を管理するため、全役員に対して、関連当事者間取引の有無について確認するアンケート調査を実施しておりま
す。

【原則２－６】

当社は、従業員の資産形成を目的として、企業型確定拠出年金制度を導入しております。当社は、従業員に対して、企業型確定拠出年金の運用
に係る教育及び情報提供を実施しております。

【原則３－１】

（1）経営理念、行動規範、中期経営計画を当社ウェブサイトへ掲載しております。

＜経営理念・行動規範＞　http://www.fkoil.co.jp/company/philosophy.html　

＜中期経営計画＞　http://www.fkoil.co.jp/ir/management01.html

（2）（3）（4）

コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由をご参照ください。

（5）当社は、株主総会招集通知に、全ての取締役候補者について個別の選任理由を記載しております。

【補充原則４－１－１】

当社取締役会は、取締役会規程に基づき、法令および定款に定められた事項ならびに経営上の重要な事項について決定するものとしておりま
す。取締役への委任の範囲については、職務権限規程に定めております。

【原則４－９】

当社は、独立社外取締役となる者の独立性をその実質面において担保することに主眼を置いた独立性基準を策定し、公表しております。

【補充原則４－１１－１】

コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由をご参照ください。

【補充原則４－１１－２】

当社の社外取締役３名は上場会社等の役員を兼任しております。兼任社数は合理的な範囲であると考えており、職務を適切に果たすことができ
ると考えております。なお、社外取締役以外の取締役は、当社以外の上場会社の役員を兼任しておらず、その職務に専念できる体制となっており
ます。

社外取締役の他社との兼任状況は、招集通知や有価証券報告書等で開示しております。

【補充原則４－１１－３】

コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由をご参照ください。

【補充原則４－１４－２】

当社は、取締役に対して、その役割・責務を適切に果たすために必要なトレーニングの機会を提供することを基本方針としております。

また、取締役のトレーニングに必要な費用は当社が負担します。

【原則５－１】

当社は、株主からの面談申込に対しては、総務部が窓口となり必要に応じて、経理・販売担当取締役が面談に臨む体制となっております。

２．資本構成



外国人株式保有比率 10%以上20%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

ＪＸTGホールディングス株式会社 1,005,900 12.04

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 898,900 10.76

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND (PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO) 634,700 7.60

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 413,949 4.96

株式会社三菱UFJ銀行 339,175 4.06

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 293,900 3.52

松井証券株式会社 291,700 3.49

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 172,953 2.07

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 140,600 1.68

THE　BANK　OF　NEW　YORK　MELLON　140040 112,800 1.35

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

１．所有割合は自己株式（390,756株）を控除して計算しております。

２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式が、880千株含まれております。また、日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社の所有株式数は、信託業務に係る株式数であります。

３．フィデリティ投信株式会社から、2014年３月７日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）の写しにより、2014年２月28日（報告義務発生
日）現在で、次のとおり株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当事業年度末時点における実質所有株式数の確認ができて
おりませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　氏　名　又　は　名　称　　　　　　　　　　　保有株券等の数（株）　　　　　株券等保有割合（％）　　

エフエムアール　エルエルシー　　　　　　　　　　　　　　　　874,000　　　　　　　　　　　　　　　10.00

（ＦＭＲ　ＬＬＣ）

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3 月

業種 卸売業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円以上1000億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

―――



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 15 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 8 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 3 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

2 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

中原　俊也 他の会社の出身者 ○ ○

渡邊　豊 他の会社の出身者

大塚　美智子 他の会社の出身者 △

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

中原　俊也 　 　

中原俊也氏は、当社の発行済株式総数
（自己株式を除く）の12.04％の株式を有す
るＪＸＴＧホールディングス株式会社の中
核事業会社であるＪＸＴＧエネルギー株式
会社の取締役常務執行役員であります。
また、当社はＪＸＴＧエネルギー株式会社
と事業上の取引があります。

中原俊也氏は、ＪＸＴＧエネルギー株式会社の
取締役常務執行役員であり、エネルギー業界
における豊富な経験と幅広い見識を当社の経
営に反映し、社外取締役としての職務を遂行す
ることが期待できると判断したためであります。



渡邊　豊 ○ ○ 該当事項なし。

渡邊豊氏は、金融機関の在籍が長く業務経験
が豊富であり、財務及び会計に関する知見を
有しているとともに、企業経営の経験を有して
おり、監査等委員である社外取締役としての職
務を適切に遂行することが期待できると判断し
たためであります。

また、取引所が定める独立性基準に抵触する
事項はないことから、 一般株主と利益相反が

生じるおそれがないと判断しております。

大塚　美智子 ○ ○

2018年度において、当社は、大塚美智子
氏が2013年4月まで所属していた有限責
任あずさ監査法人に対して、監査報酬等
の支払いを行いましたが、これらの合計金
額は、有限責任あずさ監査法人の2018年
6月期の監査収入と比べて僅少（0.03％未
満）であります。なお、同氏は、同監査法
人において、監査証明業務を執行する業
務執行役員あるいは経営権を有する地位
にあったことはありません。また、同氏は、
2008年度から2012年度まで同監査法人に
おいて当社の会計監査業務に補助者の
一人として従事しておりましたが、以降当
社の会計監査業務には一切関わっており
ません。

大塚美智子氏は、直接経営に関与した経験は
ありませんが、公認会計士としての豊富な監査
経験と財務及び会計に関する相当程度の知見
を有しており、監査等委員である社外取締役と
しての職務を適切に遂行することが期待できる
と判断したためであります。

また、取引所が定める独立性基準に抵触する
事項はないことから、一般株主と利益相反が生
じるおそれがないと判断しております。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役

（名）
社外取締役

（名）
委員長（議長）

監査等委員会 3 1 1 2 社内取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の業務執行取締役からの独立性に関する事項

監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、監査等委員会の業務補助のため監査等委員会スタッフを置くこととし、そ
の人事については、代表取締役と監査等委員会が意見交換を行う。なお、監査等委員会の職務を補助すべき取締役は置かないものとする。

監査等委員会スタッフは、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の指揮・監督を受けない専属の使用人とする。

監査等委員会スタッフの異動には監査等委員会の事前の同意を必要とする。

監査等委員会の職務を補助すべき使用人は、監査等委員会の要請に基づき補助を行う際、監査等委員会の指揮命令に従うものとする。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査等委員会は会計監査人の監査計画の概要についての説明を受け、その後四半期毎に会計監査の状況の聴取・意見交換を実施し、当社の
事業所・子会社の往査や棚卸の実査の結果について報告を受け、会計監査人との連携に注力しています。また、内部監査規程に基づき、適宜
（年1回以上）、会合を行い、内部監査の内容を中心に情報交換を実施して連携を深めています。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【独立役員関係】

独立役員の人数 2 名

その他独立役員に関する事項

―――



【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

実施していない

該当項目に関する補足説明

取締役の報酬等については、月額定額報酬を基本とする年俸制を導入しております。報酬の決定については、役位、世間水準及び会社業績等を
勘案し、株主総会の決議による取締役（監査等委員である取締役を除く。）および監査等委員である取締役それぞれの報酬総額の限度額内で、
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は取締役会の決議により、監査等委員である取締役の報酬は監査等委員である取締役の協議
により、それぞれ決定しております。中長期的な業績と連動する報酬制度の導入につきましては、今後検討してまいります。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

役員報酬等

役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役　員　区　分　　　　　　　　　　　報酬等の総額（百万円）　　基本報酬　　ストックオプション　　賞 与　　退職慰労金　　対象となる取締役の員数

取締役（監査等委員を除く。）　　　　　　　　　　　　　　７２　　　　　　　７２　　　　　　-　　　　　　　　　-　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　４

（社外取締役を除く。）

取締役（監査等委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７　　　　　　　　７　　　　　　-　　　　　　　　　-　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　１

（社外取締役を除く。）

社外取締役　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６　　　　　　　　６　　　　　　-　　　　　　　　　-　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　２

（注）1．取締役支給人員数及び報酬等の額には、2018年６月28日開催の第88回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役１名の在任中の
報酬等の額が含まれております。

2．取締役の支給人員数には、無報酬の社外取締役１名を除いております。

3．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

4．取締役の報酬限度額は、2016年６月29日開催の第86回定時株主総会において、取締役（監査等委員を除く）については年額1億200万円以内
（ただし、使用人分給与は含まない。）、取締役（監査等委員）については年額3,000万円以内と決議いただいております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針

の有無
あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役（監査等委員を除く。）の報酬については、株主総会が決定する報酬額の限度額内で、役位、世間水準及び会社業績等を勘案して基本報
酬をを取締役会で決定しております。

取締役（監査等委員）の報酬については、株主総会が決定する報酬額の限度額内で、取締役（監査等委員）の協議により決定しております。

【社外取締役のサポート体制】

取締役会の開催に際し、必要に応じて事前の資料配布に努めております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

【取締役会】

当社取締役会は、監査等委員以外の取締役５名（うち社外取締役１名）、監査等委員である取締役３名（うち社外取締役２名）により構成されてお
ります。原則毎月１回の定時取締役会と必要に応じて開催される臨時取締役会を開催し、決議事項の審議並びに報告事項について報告を受ける
とともに、業務執行の監査・監督を行っております。当社取締役会は、当社グループの最高意思決定機関と位置づけられており、グループ会社に
係る重要な意思決定は当社取締役会を通じて行うこととなっており、グループ全体の統制をとっております。また、業務執行取締役は定時取締役
会開催の都度、具体的な職務執行状況について報告を行っております。

【監査等委員会】

当社は監査等委員である取締役３名（うち社外取締役２名）により構成されている監査等委員会を設置しております。



監査等委員会は原則として年５回開催し、監査方針の決定・実施、監査内容のレビュー、会計監査人の報告の監査を行っております。

監査等委員は、取締役会に出席し、決議事項の審議・採決及び報告事項の報告にあたり、必要に応じて疑問点を質し、または意見を述べるととも
に、取締役の職務の執行における法令・定款違反の有無及び妥当性について監査しております。

監査等委員は、監査等委員会の決議をもって定めた監査等委員会規程に則り、法令に定める監査等委員監査を網羅的に実行する体制を整え、
会計帳簿や重要会議の議事録・記録を閲覧することに加え、グループ各社を含めた経営執行者に対する計画的監査の実施、代表取締役との定
期会合や取締役からの直接の聴取を行うなど、取締役の業務執行の妥当性、効率性等を幅広く検証しております。

また、内部監査部門及び会計監査人と必要の都度、相互の情報交換・意見交換を行うなどの連携を密にして、監査の実効性と効率性の向上を目
指しております。

【執行役員】

当社は経営の意思決定・監督機能と業務執行機能とを分離し、責任を明確化したうえ、双方の機能を強化することを目的として、執行役員制度を
導入しております。重要な業務執行等を協議・決定する機関として、取締役会長、取締役執行役員で構成される経営会議を原則毎月１回開催して
おります。

【関係会社連絡会】

関係会社連絡会は、当社とグループ会社の経営者で構成し、原則年に１回開催しております。グループ各社の諸問題についての討議し、相互の
意思疎通とグループ内の連携を図っております。

【内部監査の状況】

当社は、２名体制での内部監査部門を設置しております。当社を含めたグループ各社を対象に、監査基本計画書に基づき業務監査を実施してお
ります。内部監査終了後遅滞なく監査報告書を作成して社長に報告し、被監査部門への問題点の改善提案並びに必要に応じてフォローアップを
実施しております。

また、監査等委員会及び会計監査人と必要の都度、相互の情報交換・意見交換を行うなどの連携を密にして、監査の実効性と効率性の向上を目
指しております。

【会計監査の状況】

当社は、有限責任 あずさ監査法人を会計監査人に選任し、会社法監査及び金融商品取引法監査を受けております。2018年度において監査業務

を執行した同監査法人の公認会計士は、伊藤孝明氏及び前田啓氏であり、補助者は公認会計士４名、その他２名であります。

【社外取締役に関する事項】

社外取締役は、取締役会への出席を通して適宜意見を述べるとともに、客観的な立場に基づき、取締役の職務執行を監査・監督しております。

【監査等委員会の機能強化に向けた取り組み状況】

当社は監査等委員会の機能強化を図るため、財務・会計に関する知見を有した監査等委員である社外取締役２名を選任しております。

重要な会議への参画と意思表明、グループ各社を含めた経営執行者に対する計画的監査の実施と監査結果の取締役との共有化、更には内部
監査部門及び会計監査人と連携を図ることによる情報収集、代表取締役との定期会合や取締役からの直接の聴取、重要書類の閲覧を行うなど
取締役の業務執行の妥当性、効率性等を幅広く検証しております。なお、当社では専任の補助者を設置していませんが、内部監査部門との連携
により実効性があり且つ効率的な監査を実施しております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

前記「コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の情報」中の１．「基本的な考え方」に記載のとおりであり
ます。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

前記「コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の情報」中の１．「基本的な考え方」に記載のとおりであり
ます。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
株主総会招集通知の早期発送については、株主総会開催日の20日前に発送しておりま
す。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

IR資料のホームページ掲載
ホームページの投資家情報に、決算短信、適時開示資料、有価証券報告書、

四半期報告書、コーポレートガバナンスの状況、株主総会の招集通知等を掲

載しています。

IRに関する部署（担当者）の設置
（ＩＲ担当部署）　総務部

（ＩＲ担当役員）　取締役執行役員　松﨑 博文

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

行動規範及び行動指針を定めて、ステークホルダーに対する取り組み、姿勢を社員に周知
しています。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施 環境安全方針を定めて、自然環境保全を中心に活動を推進しています。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

１．当社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

ア．取締役会規程に基づき、取締役会を原則として月１回開催する。

イ．取締役は、取締役会を通じて、他の取締役の業務執行の監督を行う。

ウ．取締役会規程において、法令又は定款で定められた事項のほか、重要な財産の処分及び譲受に関する事項、多額の借財に関する事項など
の重要な業務執行について取締役会に付議すべき事項を具体的に定め、それらの付議事項について取締役会で決定する。

エ．監査等委員会は、監査方針の下、取締役会への出席、業務執行状況の調査などを通じ、取締役の職務執行の監査を行う。

２．当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

ア．取締役は、取締役会議事録、稟議決裁書その他その職務の執行に係る情報を社内規則の定めるところに従い適切に保存し、管理する。

イ．各取締役及び監査等委員会の要求があるときは、これを閲覧に供する。

３．当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

ア．会社業務に関するリスク情報の収集と分析を行い、リスクを網羅的・統括的に管理する社内規則を制定して、リスク管理体制を明確化する。

イ．危機管理を所掌する組織としてリスク管理委員会を設置し、事業の継続性を揺るがすほどの重大なリスクが発生した場合の対応につき整備を
進めていく。

ウ．リスク管理委員会は、社内規則の整備、運用状況の確認を行うとともに使用人に対する周知、啓発を行う。

４．当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

社内規則に基づく職務権限・意思決定ルールにより適正かつ効率的に職務の執行が行われる体制を採る。

５．当社の使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

ア．コンプライアンス委員会で、役職員が法令・定款その他の社内規則及び社会通念などを遵守した行動をとるための規範や行動基準を定め、そ
の周知徹底と遵守の推進を図る。

イ．役職員は、法令・定款違反、社内規則違反あるいは社会通念に反する行為などが行われていることを知ったときはコンプライアンス委員会など
に通報・相談し、コンプライアンス委員会の責任者は、重要な案件については遅滞なく取締役会及び監査等委員会に報告する。

ウ．内部通報制度に関しては、通報者の保護を図るとともに透明性を維持した的確な対処の体制を採る。

６．次に掲げる体制その他の当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

（１）子会社の取締役等の職務執行に係る事項の当社への報告の体制

当社は関係会社規程を定めて、子会社の経営管理及び経営指導を行うとともに、年１回開催する関係会社連絡会において、子会社の経営者に重
要な職務の執行に関する定期報告を求める。

（２）子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社は子会社のリスク管理の活動状況について定期的に報告を求める。当社が子会社からリスクの報告を受けた場合、当社のリスク管理委員会
において事実関係を調査し、適切な対策を講じる。

（３）子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

ア．当社はグループの中期経営計画を策定し、子会社の経営目標を明確にする。

イ．当社は子会社の事業計画等の重要事項については、子会社との事前協議を要する事項とし、その他の事項については、子会社の取締役又
は監査役として選任させた当社の指名する者が出席する子会社の取締役会において決議することにより、グループの統制を図りつつ、職務執行
の効率性を確保する。

（４）子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

ア．当社は子会社に対してグループ共通の行動規範の遵守を求める。

イ．当社は子会社のコンプライアンス委員会の活動状況につき、年１回開催する富士興産グループ企業倫理委員会において報告を求める。

ウ．当社は子会社の取締役又は監査役として当社の指名する者を選任させ、子会社の取締役会に出席することにより、業務の適正を確保する。

エ．当社は当社の内部通報制度の利用対象に子会社を含むことにより、グループ各社の内部通報に迅速に対応できる体制とする。

７．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項

監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、監査等委員会の業務補助のため監査等委員会スタッフを置くこととし、そ
の人事については、代表取締役と監査等委員会が意見交換を行う。なお、監査等委員会の職務を補助すべき取締役は置かないものとする。

８．前号の取締役及び使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項

ア．監査等委員会スタッフは、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の指揮・監督を受けない専属の使用人とする。

イ．監査等委員会スタッフの異動には監査等委員会の事前の同意を必要とする。

９．監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

監査等委員会の職務を補助すべき使用人は、監査等委員会の要請に基づき補助を行う際、監査等委員会の指揮命令に従うものとする。

10．次に掲げる体制、その他の監査等委員会への報告に関する体制

（１）当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役員及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制

ア．取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役員及び使用人は、職務執行に関して重大な法令・定款違反もしくは不正行為の事実、又は
会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実を知ったときは、遅滞なく監査等委員会に報告する。

イ．取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役員及び使用人は、事業・組織に重大な影響を及ぼす決定、内部監査の実施結果を遅滞な
く監査等委員会に報告する。

（２）子会社の取締役、監査役および使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査等委員会に報告をするための体制

当社及び子会社の内部通報制度に基づき通報を受けた者は、通報内容を当社の総務部長に報告し、当社の総務部長はその内容を当社監査等
委員会に遅滞なく報告する。

11．監査等委員会に前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを確保するための体制

当社及び子会社は、内部通報制度に係る「ホットライン規程」において、通報者が通報したことをもって不利益な取り扱いを受けないとする定めを
おく。



12．監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る
方針に関する事項

監査等委員がその職務の執行について、当社に費用の前払等を請求した場合、当社は当該請求が監査等委員の職務に必要でないと認められる
場合を除き、これを負担する。

13．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

ア．代表取締役は、監査等委員会と可能な限り会合を持ち、業務報告とは別に会社運営に関する意見の交換のほか、意思の疎通を図るものとす
る。

イ．取締役会は、業務の適正を確保するうえで重要な業務執行の会議への監査等委員の出席を確保する。

14．反社会的勢力を排除するための体制

ア．社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発展を妨げる反社会的勢力に対しては、その関係を遮断するため、基本方針・規程を
定め、その徹底を図る。

イ．反社会的勢力との関係遮断に係る主管部署を定めるとともに、外部専門機関と緊密に連携し、会社を挙げて毅然とした態度で対応する。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社は「内部統制システム構築の基本方針」において「反社会的勢力を排除するための体制」を定め、これに基づき反社会的勢力の排除に向け
た社内体制の整備を図っています。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

―――
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取締役会

（議長：社長） 監査等委員会
会計監査人

選任・解任 選任・解任選任・解任

執行役員

監査

各部門

グループ会社

監査等

選任・解任

監督

会計監査

内
部
監
査
部
門

内部監査

業務執行

連携

連携 連携

経営戦略・計画・方針の決定
重要な業務執行の意思決定

（議長：社長）

経営会議

付議

決裁

コーポレートガバナンス体制



適時開示体制に係る体制図

当社および子会社
会社情報（決定事実、発生
事実、決算情報、その他重
要事実）の発生

総務部・経理部
（開示担当部門）

管理部門担当取締役
（情報取扱責任者）

東
京
証
券
取
引
所

適
時
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示
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
）

取締役会

代表取締役社長※
（代表者）

付議・報告

報告

報告

開示指示

開示指示

※緊急を要する発生事実に関する情報は、代表取締役社長の判断によ
り、取締役会への付議を経ずに開示することが出来る。


